
　
　
　
第
四
巻
　
蘇
究
　
個
膿
概
念

は
却
っ
て
此
統
一
の
上
に
嘗
て
そ
の
遍
在
性
を
有
す
る
の

で
あ
る
。
是
故
に
精
紳
科
學
に
於
て
は
個
騰
概
念
に
基
く

個
性
の
學
問
が
野
立
の
基
礎
ざ
を
有
す
る
根
本
的
子
鼠
こ

し
て
考
へ
る
こ
ご
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
自
然
科
學
の
中

に
於
て
も
生
理
學
や
生
物
學
な
ざ
は
統
一
的
登
展
を
論
ず

る
ご
考
へ
ら
れ
る
で
も
あ
ら
う
が
、
此
等
の
統
．
的
概
念

は
説
明
の
問
題
で
あ
っ
て
、
説
明
の
基
礎
ご
は
な
ら
ぬ
。

潜
し
之
を
説
明
の
基
礎
こ
し
て
用
ゆ
る
な
ら
ば
、
ガ
種
の

ヲ
レ
方
質
ジ
イ
に
隔
る
で
あ
ら
う
。
欄
盤
概
念
に
基
く
精

霊
科
學
に
嘗
て
、
比
較
や
舜
析
に
よ
っ
て
　
般
的
性
質
や

因
果
的
下
血
を
朋
に
す
る
事
が
不
必
要
で
あ
る
こ
い
ふ
の

で
は
な
い
。
唯
翠
に
此
等
の
方
法
に
よ
っ
て
個
禮
知
識
が

明
に
し
得
る
で
あ
ら
う
か
。
余
犀
別
に
全
膿
の
貢
槻
よ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
　
號
　
　
　
　
　
　
桶
二
山
ハ
　
（
三
山
ハ
）

出
立
す
る
綜
合
的
見
方
が
な
け
れ
ば
な
ら
濾
ε
思
ふ
の
で

あ
る
。
前
者
は
却
っ
て
後
者
の
手
段
ご
考
へ
る
こ
ε
が
で

き
る
。
是
故
に
個
髄
的
知
識
を
目
的
ピ
す
る
精
淋
科
學
に

於
て
は
、
藝
術
學
ご
同
じ
き
創
造
的
想
像
の
カ
を
要
す
る

ご
考
へ
る
の
で
あ
る
○

　
激
論
は
必
ず
し
も
歴
史
に
就
て
論
じ
犯
の
で
は
な
い
。

歴
史
ご
は
如
何
な
る
も
の
か
悔
歴
吏
に
暗
き
余
は
何
事
も

言
ふ
こ
ざ
は
で
き
な
い
。
叉
謹
承
概
念
ズ
ニ
般
概
念
こ
の

芦
別
及
び
關
係
な
ざ
に
つ
い
て
も
十
分
に
論
じ
て
は
居
ら

露
。
唯
若
し
電
畜
的
知
識
を
目
的
こ
す
る
學
問
が
あ
る
な

ら
ば
、
右
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
而
し
て
精
紳
科
畢
の

中
に
此
の
如
き
も
の
が
あ
り
得
る
ご
信
ず
る
の
で
あ
る
e

戦
國
時
代
以
後
に
於
り
る
甲
冑
の
憂
革
に
就
て

（
上
）

文
學
士

江

馬

務



£

　
　
　
　
　
　
聞
、
庫
　
　
観

　
本
邦
甲
冑
及
び
武
器
を
そ
の
性
質
に
よ
り
時
代
を
劉
す

れ
ば
、
上
古
よ
り
現
代
に
至
る
迄
凡
そ
五
期
に
分
つ
こ
ご

を
得
。
第
一
期
は
串
冑
が
上
古
固
有
の
形
式
を
具
備
せ
る

時
代
に
し
て
、
略
支
那
ε
の
國
交
以
前
こ
れ
に
悪
し
、
第

二
期
は
唐
風
模
倣
時
代
こ
し
、
主
ざ
し
て
唐
の
綿
弓
冑
、
－

綿
甲
冑
．
桂
甲
等
め
甲
冑
が
用
ひ
ら
れ
だ
る
蒔
代
に
し
て

第
刑
期
以
後
唐
こ
の
漸
交
潮
の
時
代
即
ち
こ
れ
に
回
す
。

第
三
期
は
囲
風
眼
逡
時
代
こ
も
曝
す
べ
き
疇
代
に
し
て
．

唐
ご
の
國
交
絶
ぬ
て
よ
う
…
從
來
我
が
甲
冑
武
器
堺
を
風
靡

し
早
る
唐
風
模
倣
は
愛
に
皇
民
の
罷
醒
に
よ
り
一
頓
挫
を

録
し
、
上
古
以
離
隔
せ
り
し
短
甲
革
製
よ
り
更
に
一
蓬
化

し
簸
る
新
標
の
甲
冑
案
出
せ
ら
れ
て
（
塗
讐
）
、
鎌
倉
南
北

朝
疇
代
を
経
、
室
町
時
代
鷹
仁
の
織
に
及
．
べ
う
○
此
の
闇

星
霜
を
閲
す
る
こ
ご
約
六
百
載
、
そ
の
前
後
を
通
じ
て
盛

ん
に
流
行
し
だ
り
し
は
大
鏡
、
胴
九
、
腹
子
等
な
り
こ
す
。

潜
れ
等
の
甲
冑
は
こ
の
長
年
月
の
間
に
形
式
構
造
上
多
少

第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
職
國
蒔
代
以
後
に
於
け
る
串
胃
の
青
墨
に
就
て の

憂
移
な
き
に
し
も
非
ざ
り
し
も
、
そ
は
僅
か
に
一
小
部

分
に
止
ま
り
、
決
し
て
根
本
的
の
刷
新
改
革
あ
り
し
に
非

す
。
か
く
し
て
塗
に
永
く
後
世
の
基
範
を
垂
れ
だ
り
。
而

し
て
第
四
期
は
國
風
全
盛
風
霜
こ
も
帯
す
べ
き
蒔
代
に
し

て
、
癒
仁
の
胤
後
、
職
國
を
以
て
始
ま
り
、
安
士
桃
山
時

代
を
経
て
、
略
江
戸
時
代
ご
其
の
終
末
を
同
じ
く
せ
り
。

是
實
に
予
が
本
編
に
於
て
論
蓮
せ
ん
ご
す
る
時
代
な
り
◎

次
に
來
る
べ
き
第
五
期
は
專
ら
泰
西
の
兵
制
載
法
を
模
倣

せ
る
洋
風
編
入
暁
代
に
し
で
、
嗣
治
大
正
の
霊
代
は
正
に

こ
れ
に
偏
れ
り
。

　
抑
本
編
に
蓮
べ
む
ご
す
る
第
四
期
は
さ
し
も
永
績
ゼ
る

懸
軍
の
大
廟
熾
ま
ら
て
よ
り
、
室
町
幕
府
の
樺
勢
は
頓
に

失
墜
し
、
叉
一
世
を
統
轄
す
る
の
カ
な
く
，
騨
雄
は
之
れ

に
乗
じ
て
各
駅
に
翻
耀
し
、
干
菊
に
訴
へ
て
五
に
そ
の
輸

臓
を
事
ひ
、
魅
愈
の
秩
序
全
く
破
壊
せ
ら
れ
し
も
、
織
豊

二
氏
に
よ
り
て
漸
次
統
　
の
實
な
り
、
逮
に
江
戸
三
百
年

の
泰
李
を
致
し
覚
る
瞬
代
に
し
て
、
此
の
間
風
俗
更
上
の

　
　
　
　
　
　
　
　
藥
一
塁
　
　
　
三
七
（
三
七
）



第
匹
懸
　
研
究
　
賎
國
時
代
以
後
に
於
け
る
薄
霧
の
藍
革
に
就
て

重
大
問
題
は
頗
る
多
く
一
々
放
爆
に
邊
あ
ら
す
。
こ
れ
を

照
に
．
軍
事
上
の
方
面
よ
り
槻
察
す
る
も
興
味
あ
る
事
項
癒

し
ご
ぜ
す
◎
轟
き
に
大
類
博
士
が
更
學
雑
誌
第
廿
二
編
第

十
號
に
桃
山
蒔
代
の
軍
事
上
の
攣
革
に
就
て
く
い
へ
る
論

文
に
は
、
そ
の
前
後
の
時
代
に
も
言
及
し
，
所
論
詳
細
的

確
な
れ
ば
、
今
夏
蛇
足
を
添
ふ
置
き
に
廃
す
○
予
は
予
の

専
攻
上
博
士
が
三
編
に
未
だ
言
及
せ
ら
れ
ざ
り
し
、
戦
國

時
代
以
後
の
甲
冑
に
就
て
聯
か
管
見
を
叙
し
、
そ
の
詳
細

に
渉
b
て
は
夏
に
他
日
の
登
表
に
護
ら
を
ご
欲
す
、
、

　
李
董
朝
初
期
よ
り
室
町
時
代
乳
酸
の
飢
に
至
れ
る
第
三

期
の
甲
冑
は
大
膿
薫
射
て
難
平
時
代
に
黙
せ
し
原
型
を
保

守
的
に
踏
襲
せ
し
も
の
に
し
て
、
其
の
闇
全
然
根
本
的
攣

遷
を
認
む
る
を
得
ざ
り
き
Q
さ
は
い
へ
鎌
倉
末
葉
よ
り
武

人
聞
に
は
各
自
父
瀧
以
來
多
年
の
纒
駿
に
基
き
て
、
從
前

の
襟
式
の
弱
聡
を
改
善
し
、
不
備
を
補
完
せ
む
ご
す
る
噌

概
醜
趨
り
、
漸
く
甲
冑
製
作
上
に
一
回
革
命
を
醸
成
せ
う

（
滲
照
二
）
此
の
小
革
命
・
は
甲
冑
史
上
に
徒
ら
に
署
過
す
べ
か

　
　
　
　
　
　
　
　
第
醐
號
　
　
　
　
三
八
（
三
八
）

ら
ざ
る
こ
ご
に
し
て
、
や
が
て
第
四
期
甲
冑
武
器
の
根
本

的
大
革
命
の
先
皇
ご
繕
す
る
こ
ご
を
得
べ
し
。

　
第
四
期
に
於
け
る
甲
鴇
の
登
達
を
説
く
に
先
だ
ち
．
當

疇
の
著
用
次
第
を
、
以
前
の
そ
れ
ご
比
較
せ
む
に
、
『
義
貞

記
』
『
騰
源
妙
』
等
に
見
ゆ
る
古
き
著
用
次
第
ね

　
浴
衣
（
手
綱
）
、
小
鼻
、
大
口
、
引
立
烏
覇
子
、
鉢
巻
、
弓
懸
、
鎧
蕊
垂
、

　
麗
巾
、
髄
當
、
貫
、
脇
楯
、
麓
手
、
鐙
刀
、
．
太
刀
、
征
矢
，
弓

ご
あ
り
、
足
利
時
代
に
入
り
て
は
『
随
兵
之
次
第
事
』
に
は

　
白
帷
子
、
脛
南
・
、
大
．
口
、
水
干
、
手
號
ハ
弓
手
）
、
脛
當
、
牒
、
鐙
。
貫
b

　
刀
、
太
刀
、
征
矢
、
鞭
，
写
、
（
磐
照
三
）

の
順
こ
な
る
○
然
る
に
戦
國
以
後
の
最
も
普
麺
の
著
用
次

第
は
、
以
前
ご
大
な
る
攣
動
を
生
じ
、
『
軍
議
要
論
』
等
を

見
れ
ば
、

　
　
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
む

　
職
、
蔵
置
、
小
融
．
小
袴
、
脚
縛
、
磯
子
、
草
占
、
無
常
，
藏
彫
、
瑛
拾
、

　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
O
　
　
　
　
　
O

　
総
廠
、
脇
曳
、
胴
．
表
帯
、
勲
、
薦
刀
警
喉
輪
、
懐
旧
、
頬
當
、
兜
，
差

響
御

ビ
な
れ
ウ
。
こ
れ
を
鎌
倉
時
代
ご
比
す
る
も
、
右
圏
鮎
の

も
の
は
雄
蕊
全
く
こ
れ
な
き
も
の
に
し
て
、
職
國
以
後
の



蟹

事

改
革
を
想
像
す
る
に
足
る
べ
し
、
況
ん
や
工
高
以
下
の
備

品
す
べ
て
形
式
構
逡
を
異
に
せ
る
に
於
て
を
や
。

　
な
ほ
嚢
考
こ
し
て
其
の
他
二
三
の
書
を
引
用
せ
む
に
講

『
本
朝
甲
劔
鋒
』
に
は

　
鉢
奮
、
灘
、
小
霜
、
露
、
股
引
、
脚
絆
、
腫
當
、
喉
輪
、
寵
乎
、
雇
當
．

　
倣
楯
、
二
一
、
志
人
八
・
、
嚇
臨
、
兜
、
指
物
…
、
弓

ご
な
り
、
流
儀
に
よ
り
幾
労
の
異
同
を
示
せ
り
○
予
の
所

藏
せ
る
霧
本
塁
興
の
『
著
用
次
第
』
に
は
愚
詠
を
胴
に
附
け

し
儘
藩
す
る
を
記
し
、
（
勿
論
籠
手
の
種
別
に
よ
れ
ざ
）
『
具

足
著
用
順
次
双
六
』
は
『
軍
騎
要
略
』
に
岡
じ
く
、
『
甲
冑
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

用
辮
』
も
多
少
の
異
同
あ
り
○
以
上
の
外
藩
装
に
は
陣
羽

ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
へ
び

織
を
著
し
、
載
瘍
に
は
母
衣
を
櫓
ひ
A
釆
配
、
軍
配
團
扇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　

等
を
持
ち
、
薙
兵
は
陣
笠
を
冠
り
、
襯
衣
、
股
引
、
脛
弟
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
ダ
こ

籠
手
、
胴
を
著
し
、
刀
を
差
し
う
鐵
砲
を
携
へ
、
更
に
輕

装
こ
し
て
は
全
く
具
足
す
ら
薯
せ
ざ
る
こ
ご
な
ざ
、
何
れ

も
當
期
の
武
装
に
し
て
、
そ
の
種
類
は
流
儀
勤
統
帥
嚢
箇
人
、

の
意
志
に
よ
り
て
楚
々
な
る
が
（
滲
照
四
）
、
こ
の
甲
冑
及
び

第
四
巻
　
　
研
、
究
　
　
戦
團
時
代
以
後
に
於
け
る
軍
胃
の
憂
革
に
就
て

柔
膚
具
一
式
を
綱
閉
し
て
愛
に
逓
ぶ
る
は
、
事
熱
り
に
煩

難
に
過
ぐ
る
を
以
て
、
・
合
は
姑
く
起
原
を
申
古
に
登
せ
し

も
の
に
し
て
此
の
期
に
及
び
て
特
に
両
頭
す
べ
き
墾
革
あ

り
し
も
の
に
就
て
の
み
記
述
す
る
こ
ご
、
し
、
以
て
當
代

甲
冑
附
厩
具
の
登
逮
を
槻
む
ご
ず
。

　
参
照
一
、
風
俗
研
究
．
一
以
後
拙
著
挙
安
窃
の
印
冑
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
つ
な
り

　
同
　
ご
㌃
兜
ド
は
頭
形
亡
て
頭
の
形
F
適
當
怠
る
挙
諏
を
尉
す
る
鉢
を
生

　
　
じ
、
鉢
の
前
高
き
痢
勝
山
、
後
の
高
き
後
膨
由
、
天
孔
の
修
め
る
天
谷

　
　
由
等
起
れ
纏
、
袖
に
は
立
冠
、
壷
霜
（
後
報
）
、
足
に
穿
つ
も
の
亨
し
て

　
　
に
膝
鎧
（
楓
楯
部
ち
草
摺
の
下
露
當
の
上
に
穿
つ
も
の
）
り
生
ぜ
し
こ
ε

　
　
等
は
配
湯
な
る
婁
件
こ
す
、
試
み
に
鎌
倉
串
期
の
作
な
ゑ
塚
古
襲
來
維

　
　
巻
ε
、
南
北
朝
頃
作
の
春
口
嫌
現
一
三
ミ
の
武
人
風
俗
を
比
較
也
ば
思

　
　
孕
，
ぼ
に
哺
遡
ぎ
む
。

　
洞
　
三
・
風
俗
研
究
十
四
研
職
拙
著
大
鎧
著
初
式
及
び
拙
著
黙
認
翼
集
謬

　
　
考
あ
u
ぬ
こ

　
同
　
四
、
回
礼
著
用
働
凹
　
皆
兵
物
…
語
等

　
　
　
　
　
　
　
島
、
　
・
添
　
　
読
　
（
上
）

　
本
説
に
於
て
は
『
軍
騎
要
略
』
著
用
次
第
に
基
き
兜
、
面

　
　
　
　
　
　
　
・
　
第
一
號
　
　
三
九
（
三
九
）

，



　
　
　
第
四
巻
　
　
研
究

類
．
咽
喉
輪
、
胴
、
草
摺
、
禰
、
籠
手
、
膝
鎧
、
脛
當
、
及
び

そ
の
附
屡
具
ε
し
て
刀
、
指
物
、
槍
に
就
て
戯
國
時
代
以
．

後
に
於
け
る
武
髪
の
攣
革
を
列
記
す
べ
し
。

謡
兜
笑
事
山
形
よ
主
凝
し
て
響
時
代
に
は
風

な
ぽ

形
作
ら
れ
し
が
、
鉢
の
形
態
漸
く
長
大
に
傾
き
（
謬
照
｝
）
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り

古
き
峯
昌
山
（
頂
高
き
も
の
）
形
は
樋
脇
時
代
に
は
椎
形
桃

カ
ゆ形

に
攣
じ
、
始
め
て
天
蓬
に
尖
端
を
生
じ
，
因
襲
久
し
き

兜
の
鼻
筋
天
孔
は
徐
々
ご
し
て
濡
滅
の
運
に
向
へ
り
。
當

建
武
入
の
閥
に
は
軍
器
に
野
す
る
研
鎧
漸
く
盛
こ
な
り
、

從
ひ
て
從
來
の
歓
隔
を
修
補
せ
し
上
に
、
夏
に
特
認
な
る

新
様
を
丁
々
し
、
函
人
も
亦
こ
れ
ご
迎
合
し
て
好
奇
心
を

唆
し
、
兜
の
形
欺
は
愈
認
で
～
愈
奇
に
趨
け
り
。

　
今
之
を
大
別
す
れ
ば
蕾
式
ご
新
式
こ
の
二
派
に
還
れ
、

薪
式
の
も
の
を
更
に
類
別
す
れ
ば
左
の
如
し
・

　
－
鉢
の
表
面
李
滑
に
し
て
長
大
な
る
も
の

　
　
芸
界
、
貝
覆
、
立
鼠
、
角
先
、
筆
頭
、
即
成
，
無
縫
成
等
、

　
2
從
前
の
如
き
普
通
の
も
の

職
圓
三
代
以
筏
に
於
け
る
甲
留
の
攣
電
・
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
　
　
遡
O
　
（
遮
○
）

　
頭
形
、
大
測
由
等

　
3
奇
形
な
る
も
の

　
　
a
鉢
の
表
面
に
凸
贋
甚
し
き
も
の

　
嚢
顕
、
火
焔
、
雲
鉢
，
｝
谷
、
榮
螺
、
十
王
雪
輪
海
老
尻
、
握
學
等
、

　
　
b
上
部
に
筋
毛
を
植
う
る
も
の

　
老
頭
、
野
耶
、
拠
頭
、
力
鄭
頭
、
難
尾
等
参

以
て
當
時
、
物
象
を
模
す
る
に
託
し
て
種
々
の
意
匠
を
考

案
し
、
中
に
は
殆
ん
ざ
奇
想
天
來
の
妙
を
澱
む
る
も
の
あ

り
き
（
滲
照
二
）
。
當
時
の
観
入
は
好
奇
心
に
富
み
、
珍
奇
の

兜
を
製
す
れ
ば
頓
に
そ
の
名
聲
を
登
揮
し
、
且
つ
圭
霜
の

御
畳
ね
さ
へ
い
こ
め
で
π
き
こ
ご
も
あ
り
し
か
ば
．
彼
等

が
奇
形
を
組
す
に
腐
心
せ
し
も
亦
故
あ
か
ε
謂
ふ
べ
く
、

奇
形
の
頻
出
強
ち
偶
然
に
澄
す
ご
謂
ふ
べ
し
。
　
『
武
蔭
叢

話
』
に
曰
く
、
閣
ケ
原
合
戦
の
時
細
川
越
中
守
忠
興
唯
一
騎

に
て
家
康
の
卑
下
に
家
る
。
彼
が
兜
は
山
鳥
の
尾
に
て
銀

の
天
衝
の
立
物
あ
り
、
遠
望
す
れ
ば
宛
然
舞
鶴
の
如
し
。
家

康
之
を
槻
て
忠
興
武
呉
の
好
世
に
勝
れ
萬
事
見
事
な
り
、
・



〆

就
中
兜
ご
立
物
の
取
合
せ
頗
る
よ
し
ご
て
、
銀
の
天
衡
の

差
物
所
望
あ
り
て
、
秀
忠
に
賜
ひ
し
ご
あ
り
。
一
朝
兜
の

爲
め
に
面
幽
を
施
す
こ
ご
蜜
に
斯
の
如
か
り
き
。

　
そ
の
兜
に
よ
り
て
芳
名
を
千
載
の
後
に
ま
で
竹
畠
に
垂

れ
だ
る
は
『
武
蔭
叢
話
』
『
常
由
紀
談
』
等
に
よ
れ
ば
，

「
富
士
由
」
の
浦
里
嘉

明
、
コ
の
谷
」
の
竹
中

「
二
7
谷
」
の
明
智
秀

俊
、
「
銀
の
総
尾
」
の
蒲

生
轟
轟
、
「
翻
身
」
の
伏

木
久
内
、
「
長
烏
帽
子
」
の
加
藤
清
正
、
「
角
榮
螺
」
の
岡
野

左
内
等
な
久
接
照
三
）
◎
就
中
富
士
山
こ
い
へ
る
兜
は
鉢
を

鴬
嶽
に
摸
ポ
、
蒔
絡
…
に
て
天
女
飛
揚
の
歌
を
描
き
し
も
の
．

　
　
　
第
四
糠
　
研
究

尊
意
ケ
峯
は
一
ノ
谷
、
ニ
ノ
谷
よ
り
も
更
に
高
き
峯
な
れ

ば
、
こ
れ
等
を
略
凌
駕
せ
む
が
爾
め
に
ご
て
此
の
兜
を
作

れ
り
ご
傳
ふ
Q
こ
れ
雲
衰
起
馬
立
せ
る
首
桶
の
如
く
、
弱

小
を
凌
驚
し
て
天
下
に
鳶
頭
せ
む
ご
す
る
武
人
の
慨
を
語

る
も
の
な
り
こ
い
ふ
べ
し
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
從
來
鉢
に
は
前
立
こ
し
て
大
星
の
兜
に
鍬
形
シ
カ
ミ
龍

頭
な
ざ
を
附
し
．
頗
る
荘
重
の
趣
に
富
み
陀
り
し
を
．
此

の
期
に
は
作
風
ね
簡
素
に
過
ぎ
て
外
槻
威
儀
足
ら
す
ゆ
ざ

れ
ば
威
儀
を
顯
暢
し
、
且
衆
人
を
し
て
注
薫
せ
し
め
む
ε

す
る
国
的
を
以
て
，
特
趣
な
る
形
斌
を
有
す
る
前
、
後
、

横
、
天
邊
の
立
物
を
施
し
、
そ
の
形
大
小
千
差
二
瀬
な
り
。

（
滲
翼
一
・
）

　
1
天
騰
を
模
す
る
も
の
　
　
臼
輪
、
月
輪
（
月
の
中
に

　
　
も
三
賞
月
、
四
H
月
、
八
口
月
．
牢
月
等
あ
り
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
兎
，
蛇
、
鯉
、
総
、
線
魑
、

2
動
物
を
模
す
る
も
の

隼
、
蝶

3
植
物
を
模
す
る
も
の

戦
麟
時
代
以
後
ド
於
け
る
印
謬
り
墜
革
に
就
て

第
一
撃

三
本
柳
葉
．
柏
葉
、
三
本

四
一
　
（
四
じ



第
四
病
　
　
研
究

　
　
菖
蒲

　
4
器
具
を
模
す
る
も
の
　
　
利
劔
、
御
整
、
風
車
．
錫

　
　
杖
、
團
搦
、
沸
予
、
香
車
の
駒

　
5
雑
　
　
猪
ノ
目
、
鍬
形
、
天
衝
、
山
形
、
結
留

　
6
動
物
の
角
そ
の
儘
用
ぶ
る
も
の
　
　
牛
、
犀
（
鹿
．

　
　
水
牛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
滲
照
四
）

ま
だ
浦
野
若
警
守
の
小
水
牛
、
黒
田
長
政
の
大
水
牛
、
編

島
雑
則
の
四
股
鹿
角
塾
豊
臣
秀
吉
の
四
日
月
及
び
八
日
月
勺

，
矢
田
作
十
郎
が
鯉
の
前
立
の
兜
等
は
當
蒔
の
人
ロ
ド
噌
表

せ
し
所
な
り
き
。
こ
の
八
田
月
の
兜
は
『
武
家
高
談
』
に
よ

れ
ば
聚
樂
第
落
成
の
時
日
根
野
織
部
の
献
貧
し
も
の
に
し

て
、
月
形
は
兜
の
後
に
立
っ
て
月
三
管
の
一
は
隠
れ
、
三
分

野
二
は
上
に
出
つ
る
仕
掛
な
b
。
瞬
時
利
休
も
石
燈
籠
を

献
ぜ
し
が
、
火
袋
は
嗣
じ
く
八
日
月
形
な
り
き
○
、
一
人
は

武
道
の
物
好
、
一
汰
は
茶
逆
の
物
好
に
て
献
ず
る
還
相
一

致
し
奇
妙
な
り
ご
世
に
沙
汰
せ
り
ご
。
鯉
の
兜
は
『
鳩
奥

小
説
』
に
所
持
者
矢
田
作
十
郎
の
許
に
阿
部
四
郎
五
郎
ご

職
國
蒔
代
以
後
に
於
け
る
甲
冒
の
墾
革
に
就
て
　
　
　
　
　
第
一
號
　
　
四
二
（
四
ご
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
へ
る
武
士
來
り
て
借
用
を
講
ひ
し
に
、
貸
せ
こ
ば
生
還

の
下
心
あ
る
語
な
り
、
さ
る
腰
扱
武
士
に
は
不
相
懇
な
り

ご
僻
せ
し
に
四
郎
五
郎
赤
面
謝
罪
せ
し
話
を
載
せ
π
り
。

　
鉢
は
古
の
如
く
依
然
ご
し
て
鐵
製
を
用
ひ
、
塗
は
黒
漆

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
る
み

も
あ
れ
ご
稿
青
漆
、
朱
漆
、
黄
漆
、
獺
漆
，
鐵
錆
塗
、
金
銀

白
檀
、
総
金
銀
、
大
小
石
蔵
塗
，
小
釦
塗
、
中
子
塗
、
艶

甲
塗
等
こ
し
、
季
滑
に
し
て
灘
九
の
た
る
襟
に
し
（
参
照
五
）
、

色
彩
も
種
々
に
し
て
外
観
の
美
に
留
意
し
、
時
に
軍
縮
を

施
し
丈
襟
を
描
き
、
文
字
を
書
す
る
こ
ε
あ
り
（
塗
照
影
）
0

吹
返
は
元
來
形
式
的
の
も
の
に
し
て
、
何
等
用
に
供
せ
ざ

る
も
の
な
れ
ば
、
此
の
蒔
代
に
は
釜
縮
小
し
て
僅
に
痕
跡

　
　
　
　
む
　
く

を
留
め
、
眉
庇
に
は
天
草
眉
庇
、
鋤
眉
庇
を
生
じ
（
坐
．
照
七
）
、

兜
を
冠
り
し
時
眉
隠
蔽
せ
ら
る
》
が
故
に
、
庇
に
眉
形
を

描
き
、
或
ひ
は
打
出
す
な
ざ
，
滑
稽
を
極
め
し
も
の
あ
り

塗
照
八
）
○
叉
下
露
の
鉢
は
概
ね
頭
の
受
を
敏
き
し
が
、
此
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
の
如
く
兜
長
大
こ
な
り
て
は
著
用
に
不
便
な
れ
ば
受
張
．

　
　
　
　
　
　
　
　
む

を
作
り
て
受
こ
し
，
鐙
は
從
來
五
枚
綴
な
り
し
も
の
、
此



’

の
期
の
簡
便
圭
義
よ
り
三
枚
簸
、
甚
し
き
は
一
枚
鍍
こ
な

り
、
劉
綴
ご
霜
し
て
縦
に
幾
閥
も
割
る
＼
も
の
さ
へ
生
ぜ

り
（
謬
照
九
）
o
螺
の
形
歌
は
從
前
の
如
く
饅
頭
、
笠
籐
も
あ

れ
ご
、
綴
の
大
な
み
は
頚
細
く
見
ね
、
殊
に
笠
鎌
の
如
く

高
く
後
方
に
突
些
し
て
は
咽
喉
を
射
ら
る
、
恐
め
り
，
さ

れ
ば
日
根
野
備
中
守
弘
就
は
そ
の
患
を
防
が
ん
が
爲
め
日

根
野
鐙
こ
て
、
膨
ら
み
な
く
小
に
し
て
且
つ
垂
直
な
る
鐙

を
叢
湿
し
、
戦
士
の
間
に
非
常
な
る
賞
讃
を
博
し
ぬ
馨
照

＋
）
。
鍍
の
構
造
は
鐵
板
素
食
潜
し
一
は
全
部
鎖
簸
を
以

・
て
當
代
の
特
徴
こ
な
す
．
．
時
に
針
の
下
部
に
長
き
臼
或
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
　
む

黒
き
朋
毛
を
以
て
藪
ふ
こ
ご
あ
り
、
こ
れ
を
引
廻
し
ご
い

ふ
Q
こ
の
目
的
こ
す
る
所
は
雨
露
を
防
ぎ
粂
ね
て
敵
を
威

号
す
る
に
在
り
。
（
急
劇
＋
コ

　
當
代
に
於
け
る
兜
の
最
も
機
械
的
な
る
も
の
二
挿
あ
り

　
　
　
　
　
　
り
　
む
　
り

一
を
豊
兜
一
名
提
灯
兜
ビ
い
ひ
，
上
に
枠
あ
り
て
馨
れ
を

外
せ
ば
盤
み
得
る
も
の
な
b
O
野
臥
鳳
甲
冑
保
存
に
容
績

を
可
及
的
減
す
る
の
手
段
を
講
じ
π
る
結
果
作
ら
れ
し
も

第
四
懸
　
　
研
　
究
　
　
職
國
蒔
代
以
後
に
於
σ
る
甲
留
の
攣
革
に
就
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

の
な
る
べ
く
、
へ
を
廻
鉢
こ
い
ひ
て
鉢
二
重
こ
な
り
、
・
上

暦
が
臼
由
に
廻
卑
し
得
る
も
の
な
る
が
、
こ
れ
命
申
の
琿

丸
そ
の
他
機
械
的
打
繋
を
外
ら
す
臼
的
な
り
・
（
謬
論
＋
二
〉

　
元
來
古
攣
の
兜
は
重
き
を
通
性
こ
し
、
古
人
も
重
げ
を

善
し
ご
す
ご
論
写
り
。
そ
の
理
由
こ
す
る
所
は
戦
蕩
に
禺

で
し
時
，
足
元
俘
き
π
つ
を
防
ぐ
に
利
め
り
こ
。
さ
れ
ざ

當
代
は
載
傷
の
活
動
の
輕
捷
を
爾
ぶ
こ
ご
、
な
り
把
れ
ば

総
て
甲
冑
の
重
量
軽
誠
の
手
段
を
の
み
攻
究
し
て
江
戸
時

代
に
及
べ
り
○
（
参
照
＋
三
）

　
周
期
に
於
け
る
兜
の
特
質
略
以
上
の
如
し
。
徳
川
家
康

営
て
訓
し
て
曰
く
、
小
身
の
武
士
著
料
の
具
足
を
威
さ
す

痔
胴
籠
穿
等
は
粗
製
に
す
る
こ
も
兜
の
み
は
入
念
せ
し
め

よ
。
そ
の
仔
細
は
討
死
せ
し
時
兜
は
首
ご
共
に
敵
手
に
渡

る
も
の
な
れ
ば
な
り
こ
し
『
常
山
紀
談
』
に
見
ぬ
量
り
○
兜

に
鋳
て
武
士
が
外
観
の
美
，
蜜
質
の
堅
の
蕪
備
を
期
し
だ

る
は
誠
に
故
あ
り
ε
謂
ふ
べ
し
O

　
港
照
｝
、
兜
の
長
大
な
る
は
『
外
罐
要
略
』
製
作
辮
に
よ
れ
ば
寒
暑
を
得

　
　
　
　
　
　
　
　
第
ヅ
號
　
　
　
　
四
三
　
（
四
三
V



〆

第
凶
懸
　
研
究
　
職
國
時
代
以
後
に
於
け
ろ
顧
冑
の
纂
輯
に
就
て

　
て
能
く
響
け
、
木
君
に
中
置
て
能
く
堪
ふ
る
の
利
あ
擁
、
さ
れ
。
Σ
砲
を

　
放
ち
検
刀
を
舞
に
す
に
．
は
便
∵
少
し
オ
あ
嚇
。
さ
れ
．
ば
他
方
に
は
古
の
低

碁
鉢
も
行
は
れ
む
嫁
り
。

澗
　
ご
、
以
上
『
武
其
訓
蒙
瞬
藁
駈
、
『
武
糊
緯
暑
臨
、
『
武
家
重
寳
記
臨
等
に

　
見
ゆ
。
中
に
も
握
拳
の
如
き
に
入
の
握
學
の
鉢
に
て
、
奇
形
の
一
例
な

　
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
Q
O
O
、

　
常
山
細
…
談
に
中
村
籍
兵
衛
芯
い
ふ
も
の
漉
冠
奮
総
　
の
冠
を
勲
ゼ
切
・
ミ
見

　
ゆ
。
物
好
軋
甚
・
し
ミ
い
ふ
べ
む
。
龍
野
脇
坂
子
欝
保
嘗
の
兜
に
も
こ
れ

　
に
額
す
る
も
の
存
先
年
二
見
ぜ
砂
。

同
　
三
、
立
物
の
大
な
る
を
大
立
物
ε
い
へ
り
。
『
李
塞
録
臨
に
熊
谷
患
桑

　
衛
金
の
筋
角
の
二
尺
聾
な
る
立
物
夕
立
て
し
こ
ミ
見
ゆ
○
そ
れ
よ
り
も

　
甚
し
き
は
圃
船
園
後
罰
臨
に

　
　
兜
土
鍬
形
皆
倍
二
干
常
、
一
短
二
ご
一
尺
、
頚
者
還
二
七
尺
一

　
　
〇
〇
　
　
〇
〇
〇
〇
〇
・
Q

　
　
蓋
随
二
職
翻
之
崇
卑
脚
也

　
ε
一
見
ゆ
’
る
ば
油
醸
す
べ
し
O

同
　
四
、
以
上
の
中
蓋
月
は
毛
利
元
就
用
び
、
『
償
長
記
軸
に
、
日
の
丸
は

　
『
大
友
興
虚
一
輪
に
、
懲
ば
『
大
円
義
隆
認
隔
に
、
銀
の
蝶
に
『
奥
斜
面
慶

　
軍
記
臨
に
、
風
車
は
㎎
武
鑑
感
駿
三
幅
に
．
鹿
角
ほ
『
吏
蓬
暴
桑
島
に
、

　
劔
首
は
鴨
異
制
魔
訓
希
書
駈
に
見
ゆ
。
そ
の
他
は
餓
典
略
す
。
予
の
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
　
一
號
　
　
　
　
四
圏
　
（
四
四
）

　
　
ぜ
る
秘
本
腕
兵
器
圏
考
触
『
急
用
鍵
婁
』
等
に
て
も
略
こ
れ
ら
の
名
劔
を

　
　
鶴
げ
掛
り
。

　
同
　
五
、
『
輩
騎
要
尋
作
辮
駈

　
同
　
　
山
ハ
、
驚
武
鑑
ハ
訓
…
置
月
剛
齢
鎚
臨

　
同
　
七
、
天
草
摺
庇
は
水
平
の
も
の
、
卸
庇
は
鉢
の
一
部
に
眉
庇
の
倉
ま

　
　
る
も
の
。

　
岡
　
八
，
振
古
十
種
大
回
曲
直
胃

　
同
　
九
．
哨
三
三
、
『
常
両
紀
談
駈
等
記
す
、
三
三
ピ
共
に
『
兵
器
翻
考
』
興

　
　
他
に
も
見
ゆ
。

　
同
　
十
、
『
奉
朝
軍
器
考
頭
轡
ヤ
『
一
朝
軍
雛
考
補
正
臨

　
隅
＋
一
、
鐡
鎌
、
『
相
州
兵
翫
艶
臨
に
見
ゆ
、
8
1
廻
亡
抽
可
塑
源
践
藏
の

　
　
も
の
に
て
二
三
二
見
ぜ
り
。

　
嗣
　
十
二
、
墨
兜
覧
争
の
所
藏
に
よ
う
。
聖
運
京
都
非
重
氏
藏
の
も
の
に

　
　
よ
る
。

　
同
　
十
三
．
『
慶
元
軍
要
簸
』

　
ず
　
み

　
面
頗
　
面
具
は
中
古
以
來
三
旬
猿
頗
の
二
種
あ
ウ
て
、

自
首
は
僅
か
に
額
ご
類
ご
を
、
猿
類
は
顧
ご
類
ε
を
夫
々

掩
蔽
す
ち
に
過
ぎ
ざ
り
し
が
う
戦
國
時
代
に
は
筍
く
も
身

騰
の
露
量
す
る
斯
は
遣
る
所
な
く
障
蔽
す
る
の
主
義
こ
な



　
b
て
、
特
に
全
面
を
蔽
ふ
蔵
品
を
生
じ
陀
る
も
（
参
照
圃
）
、

　
兜
を
齢
旧
く
椎
吻
合
に
は
反
っ
て
支
陪
即
こ
な
れ
ば
、
…
災
に
畠
罪
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
下
を
蔽
ふ
の
蓋
置
を
も
生
じ
、
罵
れ
を
面
顛
ご
樗
せ
り
。

　
さ
れ
ご
も
鼻
あ
れ
ば
氣
息
欝
績
し
、
脚
下
見
ね
難
く
、
口

　
を
開
き
、
快
心
を
撮
し
、
湯
水
を
飲
み
難
く
、
心
氣
暗
れ

　
す
。
よ
り
て
そ
の
敏
貼
を
補
ひ
鼻
な
く
顛
願
の
み
を
蔽
ふ

　
　
　
ゆ

　
・
掌
頬
を
生
じ
、
鼻
は
任
意
に
懸
腕
し
得
る
装
置
こ
せ
り
（
塗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
照
二
）
○
こ
の
蘇
り
形
式
に
は
前
述
の
外
に
耳
の
有
無
、
鐵

　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
　

　
の
有
無
多
少
、
歯
の
有
無
、
髭
の
有
爵
多
少
、
落
露
穴

　
　
　
　
　
き
　
　
　
む

　
の
有
無
、
着
膨
釘
の
位
置
有
無
等
に
よ
り
て
、
各
差
別
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
動

　
生
す
る
も
の
な
り
、
そ
の
面
の
表
示
す
亀
容
貌
は
肥
痩
、

　
研
醜
、
温
和
な
る
、
恐
怖
す
べ
き
、
千
態
徳
化
、
殆
ん
ど

　
類
別
に
堪
へ
す
◎
椴
り
に
名
を
命
じ
て
翁
面
、
素
面
、
女

　
面
、
猿
面
、
狐
面
、
魍
魎
，
鬼
女
、
天
狗
な
ご
い
ふ
も

　
あ
り
（
峯
羅
三
b
そ
の
塗
に
も
懸
盤
、
蝋
色
、
花
塗
、
鐵
色

　
塗
、
朱
漆
、
黄
漆
、
金
銀
、
白
檀
等
あ
り
て
色
彩
一
定
せ

　
す
○
裏
は
常
に
朱
塗
を
以
て
故
付
こ
す
（
滲
照
四
）
o
『
畢
騎

O

第
四
巻
　
　
研
　
究
　
　
戦
國
時
代
以
後
に
於
け
ろ
甲
胃
の
愛
革
に
就
て

要
略
』
に
曰
く
肥
面
は
柔
頼
に
見
ね
て
よ
か
ら
す
、
痩
面

は
勇
威
あ
り
て
最
宜
し
ご
○
思
ふ
に
載
士
の
好
み
し
所
は

そ
の
最
も
恐
怖
職
藻
す
べ
き
面
に
あ
り
し
な
ら
む
。
・
因
み

に
職
國
時
代
に
は
戦
士
大
に
髭
を
愛
し
、
歪
な
き
聖
男
の
・

片
輸
面
，
女
面
ご
罵
署
し
、
髭
恐
ろ
し
げ
な
る
を
面
憎
膿
．

の
髭
男
こ
て
賞
め
π
り
。
堂
々
だ
る
有
馬
の
士
小
田
原
城

下
に
髭
の
爲
め
相
剰
せ
し
『
慶
長
見
聞
集
』
の
記
事
は
誠
に

吾
人
に
書
誌
の
情
を
以
て
迎
へ
ら
れ
む
ご
す
（
赤
軍
五
ぢ
察

す
る
に
載
國
時
代
ま
磁
器
多
き
面
を
喜
ば
れ
し
な
ら
む
。

さ
れ
ば
こ
れ
に
髭
を
植
ゑ
若
し
く
は
描
く
こ
ご
多
し
。
天

正
の
頃
に
は
馬
尾
を
以
て
し
、
江
戸
時
代
に
は
熊
毛
を
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ

て
せ
り
こ
い
ふ
（
滲
死
地
）
o
ま
π
元
凍
面
具
は
始
め
野
掛
無

か
り
し
を
、
寒
熱
用
ひ
ら
れ
家
り
し
咽
喉
輪
に
挺
掛
あ
る

よ
ゆ
、
天
正
の
頃
之
に
倣
ひ
て
淫
具
に
も
亦
誕
掛
を
作
り
、

面
具
を
著
す
れ
ば
咽
喉
輪
は
費
用
の
要
な
き
こ
ご
、
せ
り

（
謬
照
七
）
○
誕
掛
に
は
三
枚
乃
至
五
枚
の
垂
あ
る
も
あ
れ
ご
、

又
當
遺
式
に
餓
に
て
代
用
す
る
も
め
り
き
○

　
　
　
　
　
　
　
　
第
｝
號
、
　
　
㎎
菰
　
（
四
五
）



0

伊

第
四
懸
　
研
究
　
戦
國
時
代
以
後
に
於
け
る
甲
膏
の
疑
革
に
就
て

滲
照
一
・
『
中
古
甲
宵
製
作
鼎
駈
F
小
笠
原
法
雲
内
藤
修
理
の
全
函
の
圓
あ

　
り
O
軍
・
器
考
附
図
翻
に
も
亦
晃
ゆ
’
れ
．
ε
誤
亡
い
へ
㊨
O

嗣
　
二
、
圃
中
古
軍
馬
製
作
鍵
臨
、
『
慶
允
軍
要
録
騰
貞
丈
雑
記
臨
、
電
伝
『
里

　
騎
要
暑
駈
に
は
」
世
上
行
は
る
、
面
壁
飛
の
鳥
総
誤
れ
己
り
霊
て
篭
面
鳳
ハ
ず
－
べ
て

　
を
四
髄
二
容
ミ
し
、
四
二
電
は
面
頬
（
全
面
を
蔽
ふ
）
頬
當
（
鼻
以
下
を

　
蔽
ふ
）
猿
頬
（
類
畷
を
蔽
ふ
）
　
蕪
頬
（
顯
の
み
や
蔽
ふ
）
を
い
ひ
、
二
叉

　
は
樋
痩
ε
ぜ
り
。
こ
れ
ら
の
名
に
留
人
F
よ
り
て
夫
々
異
同
あ
る
も
の

　
な
れ
ば
、
曲
の
書
の
如
く
確
乎
れ
る
理
由
の
下
に
標
準
名
を
命
ご
六
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
は
感
謝
す
べ
き
な
り
。

同
　
三
・
そ
の
他
面
具
の
種
類
に
は
、
南
螢
。
高
麗
，
霊
亀
，
播
磨
、
宇

　
多
、
加
賀
、
小
田
玉
藻
あ
叫
〇
一
々
の
観
明
を
略
す
。

同
　
四
、
『
輩
麟
要
略
製
作
辮
』

同
　
五
、
風
俗
研
究
十
二
。
拙
稿
風
俗
典
上
よ
サ
見
れ
ろ
髭
疹
考

同
　
山
ハ
、
『
中
詳
論
冑
製
作
辮
㎏

岡
　
七
、
『
常
由
紀
談
臨
に
塙
翻
右
軍
門
灰
用
の
類
富
に
海
掛
を
つ
け
す
、

　
総
地
を
瀞
赤
く
人
の
面
色
の
如
く
塗
り
、
綴
に
髭
を
鷹
や
ぜ
し
あ
嚇
。

　
右
に
姻
喉
輪
を
著
・
し
イ
、
後
つ
く
ろ
も
の
’
か
ε
い
へ
り
〇
一
詞
碍
囎
は
紐
州
雑

　
賀
瞭
一
ぜ
」
い
へ
る
名
工
の
伶
な
一
り
ご
O
こ
れ
一
異
例
菰
d
り
O

　
　
　
　
　
ず

噛
喉
輪
　
鎌
倉
時
代
よ
り
起
る
。
甲
冑
に
咽
喉
を
防
禦

第
一
鵬

四
山
ハ
　
（
四
山
ハ
）

す
る
具
な
き
ょ
り
之
れ
を
加
へ
し
も
の
に
し
て
、
當
代
ま

π
憂
用
亙
り
・
寛
聞
雑
鍮
』
に
松
下
加
兵
衛
が
咽
喉
輪
を

懸
げ
し
こ
＆
に
よ
り
て
瀕
死
の
ご
命
を
全
く
せ
し
事
實
を

、
記
せ
b
o
以
前
の
晒
喉
輪
は
孚
月
形
の
も
の
に
し
て
，
完

以
て
多
く
用
ひ
ら
れ
ざ
り
し
の
み
な
ら
す
、

士
に
も
あ
ま
り
に
顧
ら
れ
ざ
ρ
し
ご
い
ふ
。
（
謬
照
二
）

　
塗
照
一
、
以
上
は
『
武
具
訓
蒙
圃
藥
㌶
寧
騎
要
暑
㎏
『
兵
器
鰯
考
瞼
等
ド

　
　
よ
れ
り
。
領
輪
拭
立
襟
の
如
き
板
金
、
周
輪
は
膿
を
以
て
襟
に
又
〆

　
　
め
、
垂
は
丸
き
も
の
，
饅
頭
輪
に
複
雑
測
る
形
武
を
有
亡
、
中
央
に
咽

　
　
喉
の
部
を
瞬
く
叛
き
、
咽
喚
ε
胸
．
ト
て
臨
む
る
も
の
な
け
。

　
岡
　
二
、
『
輩
騎
要
暑
臨

　
　
全
に
頸
部
を
掩
蔽
す
る
に
は
爾
ほ

因
未
陀
盤
さ
や
る
班
あ
り
し
か
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ
る
り
　
　
　
む

　
ロ

震
江
戸
時
代
に
入
り
て
は
周
翰
、
領

鐸
罎
纐
欝
翻
諮
謬
課

　
　
世
具
足
に
は
塞
障
の
所
少
な
き
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
軍
騎
血
戦
の

’


